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相模湾におけるミズテング（ヒメ目エソ科）の記録と形態

崎山 直夫・瀬能　宏

Tadao Sakiyama and Hiroshi Senou: Records and Morphological 
Characters of the Smallfinned Bombay Duck, Harpadon microchir 

(Aulopiformes: Synodontidae), from Sagami Bay.

　 ミ ズ テ ン グ Harpadon microchir（ ヒ メ 目
Aulopiformes: エソ科 Synodontidae）は，Günther
（1878）によって東京で得られた 1標本に基づいて新種と
して記載されたミズテング属の1種である。
　本種は，国内ではタイプ産地の東京（Günther, 1878）
以降，駿河湾（黒田 , 1951；Shinohara & Matsuura, 
1997），相模湾（Senou et al., 2006），鹿児島湾（山田・
柳下 , 2013）から記録されている。また，海外では台湾
（Shen, 1984; 沈 , 1993; Chen, ed., 2002），インドネシ
ア中南部（Gloerfelt-Trap & Kailola, 1984），中国南部
（Ni & Kwok, 1999），フィリピン諸島東北部（Russell, 
1999）からの報告があり，水深 500～ 600 mの砂泥底
に生息するとされる（山田・柳下 , 2013）。
　しかしながら，本種は日本では駿河湾のサクラエビ網
（藤井 , 1984）や底引き網漁（Shinohara & Matsuura, 
1997）でごく稀に漁獲される程度で，Günther (1887)や
Jordan & Herre（1907）により再記載されて以来，100
年以上もの間，形態に関する詳細な記載は行われていない。
　2014年 4月，相模湾北西部の国府津沖で比較的状態の
良い本種の標本が得られたことを機に，本種の相模湾での
出現状況の検討を行った。また，同湾で得られた標本を詳
細に計測・計数し，形態に関する知見を得たので報告する。

材 料

　本研究は相模湾内で得られ，神奈川県内の博物館に所
蔵されている以下の 7標本をもとに行われた。
　平塚市博物館（HCM）標本：1961年 4月 8日，神奈
川県中郡二宮町地先五っ浦定置網にて採集されたもの。
林・西山（1980），浜口（1991）の報告で用いられた標本。
平塚市博物館所蔵。資料番号HCM-51-372，2個体。

　神奈川県立生命の星・地球博物館（KPM）標本：
2014年 4月 18日，相模湾北西部の国府津沖の水深
130 m付近に仕掛けた刺網（ヒラメ 3枚網）に羅網し
たもの（図 1）。神奈川県立生命の星・地球博物館に移
送され，10％ホルマリンにて固定，その後，70％アルコー
ルにて保存。資料番号KPM-NI 36053，1個体。鮮時
の色彩を記録した画像は，同館魚類写真資料データベー
スの画像資料KPM-NR 107748 A～ Fとして登録。
　横須賀市立自然・人文博物館（YCM）標本：採集日不明。
真鶴で旅館を経営していた青木伝次氏が真鶴港にて水揚
げされた個体を収集し，横須賀市立自然・人文博物館に
寄贈した未発表標本。資料番号 YCM-P 424，4個体。

計測・計数方法

　計測・計数方法は中坊（2013）に準拠した。計測には，
スナップキャリパー（1000 mm）および通常のノギス（200 
mm）を用い，10分の 1ミリの精度で計測した。脊椎骨
と一部の鰭条の計数は，軟エックス線撮影により確認し
た。以下，計測・計数方法を補足した（番号は表 1に対応）：
14 Dorsal-fin length，17 Pectoral-fin length，20 
Pelvic-fin length，23 Anal-fin length: 各鰭長は各
鰭起部から鰭を立てた際に最も長い鰭条先端までの長さ；
24 Length from snout to rear end of adipose-fin 
base: 吻端から脂鰭基底の後端までの長さ（脂鰭は脱水
の影響から起部の判断が難しいため）；28 Body depth: 
腹鰭起部付近の体高；33 Caudal-fin rays: 尾鰭鰭条数
は背側の尾鰭前起鰭条数 +背側不分枝軟条数 +背側分
枝軟条数 +腹側分枝軟条数 +腹側不分枝軟条数 +腹側
の尾鰭前起鰭条数の順に表記；34 Gill rakers: 鰓耙数
は右側第 1鰓弓上の半円状に叢生する歯塊を一つとして

Abstract. Records of Harpadon microchir Günther, 1878 (Aulopiformes: Synodontidae) from Sagami 
Bay were reviewed, and four were confirmed. The specimens’ sizes and depth ranges were 117.0–
680.0 mm TL and 0–610 m respectively. All records from shallow water occurred in April.. In this 
report, detailed measurements and counts were given on the basis of 7 specimens (117.0–505.0 mm 
TL) from the bay.
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計数し，上肢＋中間＋下肢の順に表記；35 Number of 
vertebrae: 脊椎骨数は腹椎と尾椎の境界の区別が困難
なため総数を表記；36 Lateral line scales: 側線鱗数
は側線上に 1列に並ぶ鱗を計数。
　色彩の記載は財団法人日本色彩研究所監修（1993）
に準拠した。

ミズテング
Harpadon microchir Günther, 1878

（図 1，2 ; 表 1）
記載
　形態：計数・計測値は表 1を参照。体は細長く，ほぼ円
筒形で，体の後方に向かって側偏する。体は柔らかい。鼻
孔は眼の前縁付近に位置し，両鼻孔は相接近する。前鼻
孔の後縁には皮弁が発達する。後鼻孔は前鼻孔よりも大き
い。眼は小さい。口は大きく，上位で，下顎は上顎よりも
前に出る。歯は細長く犬歯状で，内側に曲がり，先端は拡
幅して矢じり状。上顎・下顎の外側に 2～ 3列が並ぶ。口
蓋骨や舌上にも歯が発達する。鰓孔は大きく開く。鰓耙は
内側に 3～ 5本程度の長い歯が，外側に 5～12個程度
の短い歯が半円状に叢生して 1歯塊となり，鰓弓の上肢と
下肢上に並ぶ。また，さらに内側には上記に記した歯塊と
は別に上肢で 3～ 4，下肢で 8～10の大きな歯塊があり，
周りに数本の微小な歯がある。上肢と下肢の関節部鰓耙の
歯数は 1~3本。側線はほぼ直線状で，体前半では体側や
や上部を，体後半ではほぼ中央を走り，後端は尾鰭の叉部
まで達する。側線鱗は体側鱗よりも大きく，側線全体に渡っ
て発達し，背腹に開口を備える。鱗は側線上の側線鱗，な
らびにおおむね臀鰭の起部付近から後方に見られる円鱗か
らなり，体後方の円鱗は敷石状に並ぶ。背側と腹側の被
鱗域は体側よりもやや前方に伸びる（図 2）。脂鰭，尾鰭の
基部は細かい円鱗で覆われる。背鰭は 1基で高い。胸鰭

は小さく，後端は腹鰭起部に達しない。腹鰭は腹位で背鰭
とほぼ対在する。脂鰭は小さく，臀鰭基底の中央付近直上
に位置する。尾鰭は二叉型。
　体色：鮮時，体は全体的に明るいグレイで，わずかに
ブラウンみを帯びる。頬は銀色。吻を含む体の背面はわ
ずかに黒ずむ。胸鰭は基底付近を除いて明瞭に黒い。背
鰭と脂鰭，尾鰭は明るいグレイでやや黒ずむ。腹鰭と臀
鰭は白い。上顎と下顎の縁は血液が透けて赤い。口腔内
は黒い。固定後は全体的に淡黄色。鰓蓋，胸鰭など各鰭，
背腹面が黒ずむ。

考 察

　本研究に用いた標本は，口が大きく，上・下顎歯列は
口の外側に露出し，口蓋や鰓弓にも歯が発達する，眼は
小さい，体は軟らかく細長い，胸鰭は黒色で短く，頭長
の 2分の 1以下，脂鰭がある，側線は完全で側線鱗は
体側鱗よりも大きい，側線部以外の体側の被鱗域はほぼ
尾部に限られるといった特徴が Günther（1878, 1887）
や Jordan & Herre（1907）の原記載を含む記載や図
におおむね一致することから，ミズテングHarpadon 
microchirに同定された。
　日本産のミズテング属には本種の他にテナガミズテング 
Harpadon nehereus (Hamilton, 1822)が知られるが，
本種は胸鰭が短く，その長さは頭長の 2分の1以下である
ことにより区別される（テナガミズテングの胸鰭は通常は頭
長よりも長く，背鰭起点や腹鰭起点に達する場合が多い）。
　山田・柳下（2013）は本種の検索図を示したが，ミズ
テングの図は口が端位で，側線は体側後半に限られている
点で今回調査した標本と大きく相違する。その他にも背鰭
や臀鰭の，尾鰭の形状においても差が見られ，図の精度
に問題があることが判明した。

図 1. ミズテングHarpadon microchir, KMP-NI 36053　(=KPM-NR 107748)，体長 440.5 mm.

図 2. ミズテングHarpadon microchir,　KMP-NI 36053の被鱗域（灰色の部分）．
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YCM-P 424 YCM-P 424 YCM-P 424 YCM-P 424 HCM-51-372 HCM-51-372 KPM-NI 36053
Measurements:

1 Total length (mm) 117.0 127.9 214.6 362.1 368.0 379.6 505.0 
2 Fork length (mm) 111.1 119.4 198.3 340.4 344.0 357.2 478.1 
3 Standared length (mm) 98.5 106.5 176.4 303.8 317.8 328.3 440.5 

As % of head length
4 Snout length 18.1 16.7 22.3 16.5 19.1 20.2 21.1 
5 Postorbital length 72.1 73.5 69.0 74.0 74.5 74.5 73.7 
6 Upper jaw length 68.6 65.7 54.7 69.6 65.5 68.3 67.6 
7 Eye diameter 12.4 13.1 12.0 11.4 11.4 10.5 10.3 
8 Suborbital width (Depth of infraorbital) 4.0 5.3 4.7 4.0 4.6 4.0 6.4 
9 Interorbital width 22.6 18.8 27.0 24.6 26.2 25.3 26.0 

As % of starndard length
10 Head length 22.9 23.0 17.0 18.2 17.1 18.3 17.1 
11 Preanal length 70.1 67.1 70.1 69.6 70.4 66.7 70.0 
12 Predorsal length 44.4 44.2 43.5 41.5 42.7 41.7 42.9 
13 Dorsal-fin base length 12.2 13.2 13.2 13.5 13.8 13.6 14.4 
14 Dorsal-fin length 19.4 19.2 18.5 16.8 14.2 15.4 13.5 
15 Prepectoral-fin length 20.2 20.1 17.1 16.2 15.2 17.1 15.4 
16 Pectoral-fin base length 2.1 2.1 1.7 1.6 2.1 2.2 1.7 
17 Pectoral-fin length 9.8 7.6 6.9 7.1 7.0 6.5 7.2 
18 Prepelvic-fin length 43.7 41.0 41.8 39.6 41.8 41.1 41.5 
19 Pelvic-fin base length 3.2 3.2 3.2 3.7 3.3 4.3 3.6 
20 Pelvic-fin length 14.5 15.2 15.5 15.3 13.5 15.1 14.0 
21 Preanal-fin length 71.8 70.5 73.4 69.3 73.2 69.1 72.8 
22 Anal-fin base length 14.5 14.6 16.0 15.7 14.5 16.1 15.3 
23 Anal-fin length 11.9 11.2 13.5 12.0 10.3 12.4 10.2 
24 Length from snout to rear end of adopose-fin base 80.4 80.5 82.1 81.1 81.7 77.2 81.6 
25 Depth of caudal peduncle 3.6 4.4 3.9 4.4 4.0 4.4 3.8 
26 Length of caudal peduncle 14.9 14.4 14.9 13.1 11.9 13.7 11.4 
27 Tail length 31.3 32.6 31.5 30.9 29.7 32.9 31.1 
28 Body depth 7.3 6.9 9.4 7.9 11.5 10.7 10.3 

Counts:
29 Dorsal-fin rays 11 13 12 12 12 12 13 
30 Pectoral-fin rays 11 11 11 11 11 11 11 
31 Pelvic-fin rays 9 9 9 9 8 9 9 
32 Anal-fin rays 15 15 16 15 15 15 16 
33 Caudal-fin rays 11+1+10+7+1+9 11+1+10+7+1+10 13+1+10+7+1+11 12+1+10+7+1+10 11+1+10+7+1+9 11+1+10+7+1+9 11+1+10+7+1+9
34 Gill rakers (upper + lower) 6+1+11 6+1+10 6+1+13 6+1+11 5+1+10 6+1+11 6+1+10
35 Number of vertebrae 54 54 55 57 54 54 55 
36 Lateral-line scales - - - 57+5 54+ α 53+4 57+5

表 1. 相模湾で記録されたミズテング Harpadon microchirの計測・計数値

文献 採集時期 採集地 サイズ 個体数 標本番号 標本保管先

Günther  (1878 , 
1887) 不明

タイプ産地は Tokei または Tokio。Joyner が東京
魚市場で入手したもので，実際の産地は東京湾口
あるいは相模湾で漁獲されたものと考えられる

68.6 cm 1 BMNH 
1878.4.5.17 大英博物館

Jordan and Herre
（1907） 不明 in deep water off the Headlamd of Awa at the 

entrance to the Bay of Tokyo
29.2 ～ 40.6 cm 
(11 1/2 ～ 16 inches) 12 - -

Abe（1963） 1963 年 4 月 18
または 19 日

taken by trap net 800 m of f the cape of 
Manazuru 470 ㎜ & 680 ㎜ in TL 2 - -

林・西山（1980） 1961 年 4 月 8 日 二宮町地先五っ浦定置網 323 mm in SL 2 HCM-51-372 平塚市博物館

浜口 ,（1991） 同上 同上 317.8 mm & 328.3 mm 
in SL 同上 同上 同上

林 公義氏私信 - 真鶴漁港にて水揚げ 98.5 ～ 303.8 mm in 
SL 4 YCM-P 424 横須賀市立自然・

人文博物館

本報告 2014 年 4月18日 国府津沖の水深 130 m 付近に仕掛けた刺網 440.5 mm in SL 1 KPM-NI 36053 神奈川県立生命の
星･地球博物館

表 2.  相模湾におけるミズテング Harpadon microchirの記録
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　相模湾におけるミズテングHarpadon microchir の
記録をまとめた（表 2）。Senou et al.,（2006）は，相模
湾からの本種の記録についてJordan & Herre (1907)，
Abe (1963)，林・西山（1980）および浜口（1991）を引
用した。これらの記録を精査したところ，林・西山（1980）
と浜口（1991）は同じ標本に基づいた記録であることが
明らかになった。このことから，本種の相模湾における
確実な記録は本報告が 4例目（YCM-P 424とKPM-NI 
36053に基づく）となる。
　採集された時期は分かっているものではすべて4月で
あった。Abe（1963）では 1963年前半に南日本に異常冷
水期が確認され，本種のような深海性魚類や北方系魚類
が出現したことを報告している。一方，KPM-NI 36053
については，国府津沖水深 130 mで得られた当時の海況
を，神奈川県水産技術センターHPの東京湾口海況図な
らびに関東・東海海況速報で確認したが，相模湾内に際立っ
た冷水塊が入り込んだような様子は見られなかった。
　湾内での出現サイズは全長 117.0 mm（本報告）～
680.0 mm（Abe,1963）と幅広くみられる。現状，それ
以下のサイズの幼魚は得られておらず，湾内での繁殖状況
については不明である。
　神奈川県立生命の星・地球博物館の魚類写真資料デー
タベースには，1984～1987年 2～ 4月および 11月に
伊豆半島を挟んだ駿河湾の水深 375～ 610 m，水温 5.3
～ 7.6℃において有人潜水調査船しんかい 2000から撮影
された本種の生態画像が登録されている。泥質の海底付
近あるいは中層を単独で定位，あるいは泳ぐ姿がとらえら
れている（KPM-NR 100908，101800，102672ほか）。
また，2009年 4月18日には駿河湾内の静岡県賀茂郡
西伊豆町の浮島ビーチで水温 15℃の水面付近を泳ぐ本種
が撮影されている（KPM-NR 98585）。
　このように本種の出現水深の範囲は水面付近から水深
610 mまでと幅広く，浅海ではすべて4月に出現した。伊
豆半島を挟んだ駿河湾では潜水調査船等で泳ぐ姿が撮影
されており，相模湾においてもこれまでの記録数から想像
するより多くの来遊がある可能性もある。本種の出現時期
と水温，海流等の環境要因や，本種の繁殖など何らかの
生態との関係性といったものを明らかにするためには，今
後さらに情報の収集が必要と考えられた。
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